


変わりゆく時代。



その変化に合わせて、学校での子供たちの学びも変わってい
きます。







全国の学校で子供たちは何を学ぶのか。



それを決めているのが「学習指導要領」です。





それは、いわば「学びの地図」。



時代の変化などを見据えて、
学習指導要領は、およそ10年ごとに改訂されています。



これまでも、新しい時代に求められる学びが加えられてきました。

そして、今回。



これからの時代を見据え、子供の学びをより一層進化させるため、

学習指導要領を改訂しました。



教科書や時間割も2020年度からそれを踏まえて変わります。



全国の教育委員会や学校の先生たちも、準備を進めています。





新しい学習指導要領は、子供たちが何を学ぶかだけでなく、



どのように学ぶか、



何ができるようになるかも重視して、



子供たちの「生きる力」を確実に育むことを目指しています。



新しい学習指導要領には、

どのような願いが込められているのか、



改訂に関わった専門家に聞いてみました。



学校で学んだことを活かして、

自分の道を切り拓いていく力を養ってほしい。
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保護者や地域の方々にも子供たちの育てる方向を一緒に確認し、

一緒に学ぶ輪に加わってほしい。



文部科学省ではリーフレットなどで、新しい学習指導要領を保護者や地域の

皆様と共有し、子供たちの学びを社会全体で応援していきたいと考えています。



「生きる力 学びの、その先へ」
学校教育はこれからも子供たちの「生きる力」を育んでいきます。




